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５章　野菜類

ハクサイ　英名：Chinese cabbage　分類：アブラナ科アブラナ属に属する野菜
　学名：Brassica rapa L.var. pekinensis

・�原産地：地中海沿岸。中国へ伝播後結球型に改良され普及した。
・温度適応性：一般的に冷涼な気候を好む。
・発芽適温：最適温度 15 ～ 20℃、最低温度 4～ 5℃、上限は 35℃。
・�生育適温：15 ～ 23℃前後。結球適温は 15 ～ 16℃で結球に必要枚数を確保するために、少
なくとも本葉 10 枚程度までは低温を避けるようにする。
・光適応性：比較的弱い光にも耐えるが、結球開始後は十分な日照が必要。
・�土壌適応性：土壌適応性はかなり広く、通気・排水性がよく有機質に富む沖積土が適する。
根は繊細で深く、広い根系をつくるが湿害には弱い。
・土壌酸度適応性：弱酸性～アルカリ性（ph6.5 ～ 7.0）。
・花芽分化と抽苔：種子春化型（シードプラントバーナリゼーション）
発芽直後から低温に感応し花芽分化が起こる。ハクサイの低温感応の最適温度は5℃前後で、
0～ 12℃が有効である。ただし花成に必要な低温日数や、感応温度の上限は、品種によって
大幅に異なり、実際栽培では平均気温 15℃以下、最低気温 10℃以下の日が 30 日以上続くと
花芽分化の可能性が大きくなる。抽苔は長日・高温で促進される。

・作型別栽培方法
�（1）�冬～春まき栽培：12 ～ 3 月まきで、3～ 5 月に収穫する。移植栽培で本葉 8～ 10 枚程

度まで 15 ～ 20℃で育苗し花芽分化を抑制させる管理を行う。晩抽性の早生品種を使用
する。

（２）�夏まき栽培：6 ～ 7 月まきで 8～ 9 月に収穫する。栽培期間中に病虫害が発生しやすく
耐病性の極早生品種を使用する。作型が冷涼地夏まきの収穫期と重なり、中間地では品
質のよい物を収穫するのは難しい。

（３）�秋まき栽培：早まきで 8月まき 10 月収穫。普通栽培で 8～ 9月まき、10 ～ 1 月に収穫。
生育環境がハクサイの結球に適しており、栽培が容易な時期である。基本的に品質重視
の早生～中晩生の品種を用いる。暖地の遅まきの作型は、晩抽性と低温肥大性に優れた
中～中晩生品種を用いるようにし低温期間中に生長を続けさせる。


